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1. 湿潤時 にお ける繊維 の含 有水分量はその織物 の変

質 ならびに性 能に大きな影響 を有 するので，本報 ではま

ず各 湿度状 態に放 置し た際 の絹 フィブ ロイ ン繊維 の吸 湿

性 ならびに黄褐変性につい て検討 を行 なった。

2. 関係 湿度10～90%, 温度20 ±2 °C の 各 硫酸 デシ

ケータを調 製し て繊 維の吸湿率を測定した。 またPhot

Volt Corp. U.S.  A のPhotoelectric Reflection meter

610 型 によっ て反射 率を測定し，基 準布 の白度 を100 と

して各湿度 状態に保存し た絹布の白度 を表わし た。

3.   RH90% 以下 の状態 では一般に 野蚕繭 のフィブp

イン繊 維は家 蚕繭 の繊 維に比し吸 湿率 が多 少大きい 傾向

が認められた。 RH90% 以上では ヒマ蚕， ムガー蚕お よ

び山繭の フィブ ロイン繊 維に 大きい 吸湿 率が認 め ら れ

た。

各 湿度状 態で暗冷 所に12ヵ月 間放置し た絹布（フ ラッ

ト クレープ ，縮緬,   16匁付羽二重,   31匁付羽二 重， 富士

絹）の黄褐変性 についてみると，一般 に高湿度状 態に放

置し た湯合に白度 の低下 が多 く，布目方 向がヨコ糸方 向

にその傾向 が顕著に認められた。 また織物間 で比較 する

と,   16匁付羽二重 および縮 緬におい て白度低下 が多 く，

放置 口数90  日あた 引こその傾向が認められた。

フラ ット クレープ,   31匁付羽二重 および富 士絹におい

ては90 日間の放置 日数ではほとんど白度の低下がなく，

180 日間保存放置すると白度の低下が詔められた。


